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起立困難であるが 2 または 3 日以内に歩行可能となるが、なかには屠殺するまで不安定な歩行を示す
ものもいる。腿反射、 pinprick反射は 2 または 3 日以内は少し弱い。
2 )組織所見:脱髄は臼質全体にまばらにあるものとさらに後索に著明にあるものとがほぼ同率に認




うっ血による myelopathyが起こるかどうかを調べるために第 7 頚椎の高さで結君主した。
臨床所見は著変なく、組織所見としては脳にうっ血を認めるのみである。
3. 内椎骨静脈叢閉そくに脊髄圧迫を加えた実験
まず内椎骨静脈叢を 1 の手技で閉そくし、 2 週後さらに 4 の手投で脊髄圧迫を加えた。



















にわける spinal phlebitis とほご一致している。
3. 脊髄静脈血流出路としては犬においては背側表面は根静脈を経由して内椎骨静脈叢への経路が
重要で、あるが、腹側表面は上行経路をとることが多い。
しかし人の脊髄表面の静脈血は解剖学的には全く根静脈からの流出にのみ依存しているから、内椎
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骨静脈叢にうっ滞がおこれば脊髄の病変は、本実験とは比較にならないほど速やかにかっ高度広範な
ものになりうるものと推定される。
4. うっ血に加えて圧迫をおこなうと、 myelopathyはおこりやすくかっ高度となる。
これは臨床的に脊椎症などにおいておこりやすい状態に考えられる。
論文の審査結果の要旨
本論文は、頚椎骨軟骨症における脊髄症の成因の解明に、初めて脊髄のうっ血という立場から取組
んだ研究である。
脊髄圧迫、動脈血行障害の他に脊髄のうっ血が脊髄症の発生に重要な一因となりうることを示唆し、
とくに白質の障害の解明に寄与した。
うっ血による脊髄の病変を実験的に証明した例は初めてである。
今後、脊髄の病変を研究するさいの重要な基礎的事実を提供した点において意義ある研究である。
一 248 -
